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平
成
二
十
三
年
九
月
定
例
会 

公
共
交
通
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告 

 
九
番 
岡
田 

荘
史
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
か
ら
、
公
共
交
通
対
策
特
別
委
員
会
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

本
委
員
会
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
の
委
員
会
設
置
以
来
、
公
共
交
通
網
の
整
備
拡
充
及
び
新
幹

線
並
行
在
来
線
対
策
に
つ
い
て
、
長
野
電
鉄
屋
代
線
、
バ
ス
交
通
及
び
北
陸
新
幹
線
延
伸
に
伴
う
並

行
在
来
線
を
重
点
的
な
調
査
事
項
と
し
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

  

初
め
に
、
長
野
電
鉄
屋
代
線
に
関
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

長
野
電
鉄
屋
代
線
は
、
大
正
十
一
年
の
開
業
以
来
、
長
野
市
と
須
坂
市
及
び
千
曲
市
を
結
ぶ
重
要

な
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
や
交
通
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
数
は
昭
和
四
十
年
度
の
約
三
百
三
十
万
人
を
ピ
ー

ク
に
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は
約
四
十
六
万
人
と
ピ
ー
ク
時
の
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
落
ち
込
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
代
線
の
経
常
損
益
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は
約
一
億
七
千
万
円
の

赤
字
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
累
積
損
失
は
五
十
億
円
を
超
え
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
十
九
年
十
月
に
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
二
十
一
年
五
月
に
長
野
市
、
須
坂
市
及
び
千
曲
市
の
沿
線
三
市
や
長

野
県
、
交
通
事
業
者
な
ど
が
、
屋
代
線
の
活
性
化
・
再
生
に
資
す
る
具
体
的
な
施
策
を
連
携
し
て
展

開
す
る
た
め
、
長
野
電
鉄
活
性
化
協
議
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。 

  

活
性
化
協
議
会
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
三
か
年
の
計
画
を
策
定
し
、
実
証
実
験
の
実
施
・

評
価
及
び
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
初
め
と
す
る
各
種
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
運
営
形
態

へ
の
移
行
、
活
性
化
施
策
の
見
直
し
、
屋
代
線
の
運
営
ス
キ
ー
ム
の
方
向
性
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
検
討
の
結
果
、
活
性
化
協
議
会
か
ら
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
に
新
た
な

運
営
形
態
の
方
向
性
と
し
て
、「
引
き
続
き
実
証
実
験
の
実
施
」、「
屋
代
線
を
一
時
休
止
し
バ
ス
に
よ

る
代
替
運
行
」
及
び
「
バ
ス
代
替
に
よ
る
地
域
交
通
手
段
の
確
保
」
の
三
つ
の
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

  

本
委
員
会
で
は
、
活
性
化
協
議
会
が
示
し
た
案
を
踏
ま
え
、
翌
十
二
月
二
十
日
に
「
沿
線
住
民
は

屋
代
線
の
存
続
に
向
け
、
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
。
拙
速
に
今
後
の
方
向
性
を
判
断
す
る
の
で
は

な
く
、
市
民
が
納
得
で
き
る
公
的
支
援
の
在
り
方
を
含
め
て
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
べ
き
旨
」

の
要
望
書
を
活
性
化
協
議
会
会
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
平
成
二
十
三
年
一
月
十
三
日
の
委
員
会
で
は
参
考
人
と
し
て
、
沿
線
の
住
民
自
治
協
議

会
の
代
表
者
と
長
野
電
鉄
株
式
会
社
の
社
長
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
伺
い
ま

し
た
。
そ
れ
ら
両
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
同
月
二
十
一
日
に
長
野
電
鉄
屋
代
線
の
実
証
実
験
の
継
続

を
求
め
る
要
望
書
を
長
野
市
長
及
び
活
性
化
協
議
会
会
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

  

し
か
し
な
が
ら
、
翌
二
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、
屋
代
線
の
今
後
の
方

向
性
は
、
委
員
に
よ
る
投
票
の
結
果
、「
バ
ス
代
替
に
よ
る
地
域
交
通
手
段
の
確
保
を
す
る
こ
と
」
と
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の
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。
実
証
実
験
の
継
続
を
強
く
求
め
て
き
た
本
委
員
会
は
、
こ
の
活
性
化
協
議

会
の
決
定
を
踏
ま
え
、
松
代
地
区
へ
の
出
張
委
員
会
を
含
め
委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
今
後
の
方

向
性
の
結
論
の
出
し
方
、
協
議
会
の
委
員
構
成
、
法
律
と
の
整
合
性
、
総
合
連
携
計
画
の
位
置
付
け

及
び
都
市
内
分
権
と
の
矛
盾
の
五
点
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
月
二
十
三
日
に
長
野
電

鉄
屋
代
線
の
実
証
実
験
の
継
続
を
再
度
求
め
る
要
望
書
を
長
野
市
長
及
び
活
性
化
協
議
会
会
長
に
提

出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
、
長
野
電
鉄
活
性
化
協
議
会
の
動
向
に
対
す
る
本
委
員
会
と
し
て
の
主
な
取
組
を
述
べ
ま
し

た
。 

  

長
野
電
鉄
株
式
会
社
は
、
こ
の
活
性
化
協
議
会
の
決
定
を
受
け
、
本
年
三
月
二
十
五
日
に
屋
代
線

の
廃
止
届
を
国
土
交
通
省
に
提
出
し
、
受
理
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
屋
代
線
は
平
成
二
十
四
年

四
月
一
日
に
廃
止
と
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
、
長
野
電
鉄
活
性
化
協
議
会
で
は
、
長
野
電
鉄
屋
代
線
沿
線
地
域
総
合
連
携
計
画
に
基
づ
い

て
、
屋
代
線
沿
線
の
四
地
区
に
お
い
て
作
業
部
会
を
設
置
し
、
地
区
ご
と
に
代
替
バ
ス
の
運
行
経
路
、

停
留
所
の
位
置
、
運
行
本
数
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。 

 

一
方
、
地
元
住
民
の
中
に
は
、
い
ま
だ
鉄
路
の
存
続
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
こ

れ
を
受
け
、
屋
代
線
を
考
え
る
議
員
連
盟
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
の
一
つ
に
、「
鉄
路
存
続
を
要

望
す
る
地
域
や
団
体
と
の
協
議
」
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
、
屋
代
線
沿
線
住
民
と
十
分
協
議
を

行
い
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
な
ど
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
よ
う
強
く
要

望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

次
に
、
バ
ス
交
通
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

バ
ス
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
野
市
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
協
議
会
に
お
い
て
、
地
域
循
環

バ
ス
、
空
白
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
実
証
運
行
を
八
路
線
で
実
施
中
で
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
今

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
茶
臼
山
動
物
園
線
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
ぐ
る
）
は
、
車
体
に
動
物
や
恐
竜
、

篠
ノ
井
イ
ヤ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
描
か
れ
、
子
供
た
ち
を
中
心
に
大
変
人
気
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
国
土
交
通
省
で
は
、
地
域
公
共
交
通
に
係
る
支
援
策
の
統
合
及
び
見
直
し
を
行
い
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
度
、
市
で
は
国

庫
補
助
金
の
大
幅
な
削
減
を
受
け
て
、
三
か
年
の
事
業
計
画
を
大
幅
に
見
直
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

再
度
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
の
見
直
し
を
図
る
必
要
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合
事
業
は
、
今
年
度
限
り
の
経
過
措
置
と
し
て
国
か
ら

の
財
政
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
中
心
市
街
地
循
環
バ
ス
の
充
実
や
中
山
間
地
域
輸
送
シ
ス
テ
ム

の
再
編
・
導
入
な
ど
の
事
業
が
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
は
補
助
対
象
外
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 

 

こ
れ
ら
の
事
業
が
仮
に
補
助
対
象
外
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
事
業
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
再
検
討

を
行
う
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、
事
業
主
体
で
あ
る
長
野
市
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
協
議
会



公共交通対策特別委員会            3/3 

に
お
き
ま
し
て
は
、
費
用
対
効
果
の
み
で
事
業
の
要
否
を
判
断
せ
ず
に
、
十
分
な
議
論
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

  

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
の
再
編
に
向
け
、
現
在
、
市
バ
ス
の
運
行
内
容
の
見
直
し
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
再
編
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
各
地
区
関
係
団
体
と

の
協
議
、
地
元
住
民
等
へ
の
説
明
会
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
住
民

に
市
バ
ス
を
効
果
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
き
め
細
か
く
周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
要

望
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

  

次
に
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
に
伴
う
並
行
在
来
線
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
六
年
度
末
ま
で
の
北
陸
新
幹
線
長
野
・
金
沢
間
の
開
業
に
伴
い
、
並
行
在
来
線
で
あ
る

長
野
以
北
の
信
越
本
線
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
八
年
五
月
に
長
野
県
が
中
心
と
な
っ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
長
野
以
北
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
で

は
、
長
野
以
北
並
行
在
来
線
が
確
実
に
存
続
で
き
る
よ
う
必
要
な
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
、
地
域
が
引
き
受
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
県
、
沿
線
関
係
市
町
、
経
済
団
体
、
沿
線
地
域
住
民
な
ど
か
ら
成
る

長
野
以
北
並
行
在
来
線
基
本
ス
キ
ー
ム
検
討
委
員
会
で
あ
り
ま
す
。
同
検
討
委
員
会
で
の
協
議
・
検

討
を
踏
ま
え
、
対
策
協
議
会
で
は
本
年
三
月
二
十
九
日
に
長
野
以
北
並
行
在
来
線
を
地
域
全
体
で
支

え
て
い
く
た
め
の
指
針
、
並
び
に
県
及
び
沿
線
関
係
市
町
が
長
野
以
北
並
行
在
来
線
の
経
営
基
盤
を

構
築
し
て
い
く
た
め
の
指
針
を
定
め
た
長
野
以
北
並
行
在
来
線
基
本
ス
キ
ー
ム
を
決
定
し
ま
し
た
。 

  

今
年
度
は
、
こ
の
基
本
ス
キ
ー
ム
を
基
に
、
よ
り
詳
細
な
収
支
見
込
み
、
運
行
計
画
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
長
野
以
北
並
行
在
来
線
は
、
地

域
住
民
の
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
交
通
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
及
び
経

済
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
長
野
以
北
並
行
在
来
線
が
新

潟
県
と
の
県
境
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
正
に
地
域
間
を
結
ぶ
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、

地
域
を
挙
げ
て
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
鉄
道
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

最
後
に
、
全
体
を
通
し
て
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

公
共
交
通
は
、
今
日
の
車
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
自
家
用
車
を
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
に

と
っ
て
は
、
特
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
環
境
に
優
し
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
公
共
交
通
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
市
民
、
交
通
事
業
者
及
び
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
市
民
に
公
共
交
通
の
意
義
を
今
ま
で
以
上
に
周
知
し
た
上
で
、
よ

り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。 

  

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 


